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１．ウルトラ高齢化と社会活性　100歳まで生き残れる確率の上昇／交通戦争と交通事故死者数の推移／免許保有者の交通死亡事故件数(年齢層別)／道路横断中の死者数(年齢層別)／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩行者事故／心理の加齢変化と自尊尺度値／認知症検査と運転免許返納／ウルトラ高齢時代と社会活性の向上策

２．歩行支援と移動手段　ウルトラ高齢期の歩速／ウルトラ高齢期の歩速の個人差／高齢者の道路横断時の認知判断／筋肉量の加齢変化と歩速／高血圧と糖尿病の予防と運動療法／

　　　　　　　　　　　　　　 バリアフリーの高度化　

３．運転支援と移動手段　後期高齢期の運転者の筋機能の低下／動体視力の低下と加齢現象／高齢者の視野狭小化と白内障／認知判断機能の老化

４．活老と近未来の地域づくり　

１．地方圏で懸念される交流機会の減少　交通の躊躇と将来への不安／人口減少下の青森県では／地域のバス交通衰退の事由／情報へのアクセシビリティが低いバス交通

２．地域交通政策のベンチマーク「交通政策基本法」　交通政策基本法／地域交通政策の制度と活用／地域交通政策のベンチマーク／超高齢社会における交通計画の視点

３．公共交通網の軸としての「居住」　公共交通の｢軸｣の明示／八戸市地域公共交通網形成計画と立地適正化計画

４．「拠点」を明確にしたネットワークの構築　公共交通における「拠点」の重要性／交通網の拠点と目的地の一体化―八戸市の取組み

５．誰が暮らしの足を支えるか　交通事業者まかせで良いのか／地域公共交通を誰がどう支えるか／「暮らしの足」を地域起点で考える

６．拡がる「ニッチ(隙間)」‥‥「小さな交通」への期待　高い高齢者の免許保有率／八戸圏域の運賃低廉化施策／ニッチと小さな交通－創発型サービスの創造

７．暮らしの足を支える起点　地域公共交通の支え方／道路運送法の「許可・登録」を要しない輸送／「地域」でできること

８．地域住民による「暮らしの足」の確保　山形市明治・大郷地区の取組み／「スマイルグリーン号」の運行を「続ける」こと／通院・買物だけが暮らしではない

９．「暮らしの足」としてのタクシーの選択性向上策と「運賃」　回数券タクシー(埼玉県秩父市)の実証実験の成果／交通政策として「運賃」を考える

1０.「暮らしの足」確保は「総力戦」　青森県佐井村の「ボランティア輸送」／地域主体の移動サービスの成立要件／「三方良し」をどうデザインするか

１．福祉有償運送(福祉移送・自家用有償運送)サービス　用語の定義について／福祉有償運送の歩み／海外の福祉交通整備の歩み／自家用有償旅客運送の実施状況

２．地域公共交通をとりまく情勢　地域公共交通利用者の減少とサービス水準の低下／公共交通の衰退が引き起こす問題／地域公共交通確保のための政府の方策

３．障害者の身体条件と交通手段　障害者の交通手段／要介護者(旧)と障害者の福祉移送サービス需要層／身体条件と交通サービスの考え方／福祉有償運送の費用と収支率

４．改正道路運送法(2006年)と自家用有償運送　自家用有償運送のネック／ＯＤの問題／利用料金の問題／自家用有償旅客運送とバス・タクシー事業の関係

５．枚方市の福祉移送サービスの事例と今後の課題　枚方市(大阪府)の取組み／福祉有償運送の発展課題／いろいろな地域公共交通の取組み

６．国土交通省「高齢者の移動手段の確保に関する検討会」中間とりまとめと、それを受けた平成30年4月の政府文書について

１．なぜ、客貨混載なのか？ 拡大する交通確保が難しい地域／将来の車運転への不安／マイカー社会の限界

２．公共交通は社会のインフラ　まちづくりの「要」としての公共交通／これまでの公共交通の限界

３. バス・タクシー事業におけるドライバー不足と高齢化の影響ドライバー不足の実態とその影響／北海道夕張市のバス半減とドライバー不足／タクシードライバー不足と高齢化

４．複数モードのコラボレーションのこれまで　目前に迫る「スクールバス問題」／様々な移動手段と人材・資源・コスト／路線バスとスクールバスの統合への仕組み／スクールバス等の活用事例

５．期待が高まる「貨客混載（客貨混載）」の仕組みと現状　古くて新しい客貨混載／九州で定着する都市間バスへの「バス便小荷物」／宅配バスの社会実験(2000年頃)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹線区間における客貨混載／中山間地域の客貨混載／宮崎交通(宮城県)の取組み／客貨混載用の車両と混載の方法

６．「客貨混載」の効果・可能性と貨物車に人を乗せる新たな発想　客貨混載の効果／客貨混載の課題／末端の交通確保に向け客貨混載の発想を拡大する／横たわる課題と対処法

７．今後への展望　国も変わろうとしている／末端部の車両の問題／海外の様々な交通／「ポストバス」の考え方と仕組み／貨客混載を“その次”へ進めるために

[ 第１章 ]　ウルトラ高齢時代の交通環境論 自由学園  溝端　光雄

[ 第３章 ] 自家用有償運送、互助運送の活用と福祉・運輸部門との連携

[ 第２章 ]　超高齢社会に求められる地域公共交通の戦略と戦術
          　　　　　　　　　　　　～路線バスから「小さな交通」までのネットワーク化～
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[ 第４章 ] 地域交通の生き残りをかけた「貨客混載」戦略とその先
　　　　　　　　　～社会インフラとしてのバス・タクシーの限界と可能性～　　

[第５章(資料)] 国土交通省・厚生労働省の政策情報ー高齢者の移動手段確保のための交通・福祉制度の解説ー

１．「高齢者の移動手段の確保に関する検討会」中間とりまとめ　2017(平成29)年6月
２．「交通」と「福祉」が重なる現場の方々へ～高齢者支援サービスの提供に際しての交通・福祉制度及び事業モデルの整理と解説～(抜粋)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018(平成30)年3月　国土交通省総合政策局公共交通政策部交通計画課・自動車局旅客課／厚生労働省老健局振興課
３．高齢者の移動手段確保のための「互助」による輸送～道路運送法上の許可・登録を要しない輸送の制度とモデルについて～(抜粋)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018(平成30)年3月　国土交通省総合政策局公共交通政策部交通計画課・自動車旅客課
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